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石
と
魚
と
人
が
奏
で
る
芸
術
文
化
の
ま
ち
庵
治
町 

 
 

庵
治
町
は
、
明
治
二
十
三
年
の
市
制
町
村
制
施
行
に
伴
い
、
香
川
県
山
田
郡
庵
治
村
と
な
り
、
昭
和
四
十
三
年
の
町
制
施
行

に
よ
り
庵
治
町
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
八
年
に
高
松
市
に
編
入
合
併
し
、
高
松
市
庵
治
町
と
な
り
ま
し
た
。  

町
域
は
東
西
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
十
五
・
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
四
国
本
土
最

北
端
に
位
置
す
る
三
方
が
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
風
光
明
媚
な
半
島
の
町
で
す
。
沖
合
い
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
療
養
施
設
で
あ
る

国
立
療
養
所
「
大
島
青
松
園
」
の
あ
る
大
島
な
ど
七
つ
の
島
々
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
は
五
剣
山
を
隔
て
て
牟
礼
町
と
接

し
て
お
り
ま
す
。 

庵
治
町
は
古
く
か
ら
「石
と
魚
の
町
」
と
し
て
栄
え
、
石
材
業
と
漁
業
は
、
今
な
お
町
を
支
え
る
二
大
基
幹
産
業
で
す
。
五
剣
山

の
麓
か
ら
採
取
さ
れ
る
庵
治
石
は
、
高
品
質
で
希
少
価
値
が
高
く
、
世
界
一
高
価
な
花
崗
岩
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
内
は
も
と

よ
り
海
外
に
お
い
て
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
漁
業
が
盛
ん
で
魚
介
類
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
瀬
戸
内
海
か
ら
の
漁

獲
量
、
生
産
額
は
漁
船
漁
業
で
は
県
下
屈
指
で
す
。 



ま
た
、
源
平
合
戦
ゆ
か
り
の
屋
島
を
間
近
に
臨
み
、
平
家
の
軍
船
の
集
結
場
「
船
か
く
し
」
な
ど
、
町
内
に
は
多
く
の
史
跡
が
残

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
映
画
「
世
界
の
中
心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
有
名
で
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
純
愛
の
聖
地
庵
治
観
光
交
流
館
、
太
鼓
の
鼻
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
庵
治
温
泉
、
城
岬
公
園
、
あ

じ
竜
王
山
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

      

映画「世界の中心で、愛をさけぶ」 

ロケ地 





創
造
の
森 

  

野
鳥
の
森
、
憩
い
の
森
、
四
季
の
森
な
ど
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
る
創
造
の
森
は
、
多
く
の
人
が
自
然
に
親
し
め
る
よ
う
に
と

整
備
さ
れ
た
海
辺
の
森
林
公
園
、
平
成
八
年
に
開
園
し
ま
し
た
。 

 

源
平
合
戦
の
と
き
、
平
家
が
船
を
隠
し
た
と
い
わ
れ
る
船
か
く
し
の
南
側
に
位
置
し
、
展
望
台
か
ら
は
瀬
戸
内
海
や
屋
島
が
臨

め
ま
す
。 

 

テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
に
な
ら
っ
て
テ
ー
ブ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
と
も
い
え
る
屋
島
の
姿
が
、
際
立
っ
て
よ
く
見
え
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
庵
治
の
ま
ち
や
港
も
見
渡
せ
ま
す
。 

遊
歩
道
か
ら
海
辺
に
下
り
る
こ
と
も
で
き
、
森
と
海
を
同
時
に
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
昔
、
石 

を
切
り
出
し
て
い
た
丁
場
（
採
石
場
）
の
跡
も
見
学
で
き
ま
す
。 

 

遊
歩
道
の
入
口
に
は
、
種
田
山
頭
火
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

石
を
ま
つ
り 

水
の
わ
く
と
こ
ろ 

 

山
頭
火 

創造の森 



① 

能
登
守
の
船
か
く
し 

  

庵
治
浦
の
南
の
小
さ
い
浦
を
平
氏
の
猛
将
能
登
守
教
経
の
船
か
く
し
と
言
い
ま
す
。
当
時
庵
治
浦
全
体
が
平
氏
水
軍
の
船
溜
り

で
し
た
。
屋
島
は
島
で
、
歩
き
渡
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
流
さ
れ
て
き
た
土
砂
の
た
め
洲
が
あ
り
、
大
船
を
通
す
こ
と
は
無
理
だ

っ
た
か
ら
、
壇
の
浦
、
津
の
村
、
総
門
に
続
く
庵
治
湾
に
船
を
置
い
て
い
ま
し
た
。 

 

「
源
氏
は
難
波
（
今
の
大
阪
市
周
辺
）
か
ら
海
上
を
攻
奇
せ
る
。
」
と
考
え
た
平
氏
は
、
鎌
野
や
大
島
な
ど
で
、
東
や
北
の
警
戒
を

怠
ら
ず
、
水
軍
の
本
隊
を
こ
こ
に
置
き
、
庵
治
北
方
の
海
上
に
迎
え
討
つ
準
備
も
し
て
い
ま
し
た
。
吉
備
へ
、
一
の
谷
へ
打
っ
て
出

る
時
も
こ
の
沖
で
船
団
を
整
え
ま
し
た
。 

    

能登守の船かくし 



②
米
は
か
り 

 
船
隠
し
の
西
、
屋
島
に
向
い
た
方
に
小
さ
い
浦
が
あ
っ
て
「
平
家
の
米
は
か
り
」
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
に
平
家
の
米
倉
が
あ
っ
て
、

兵
船
に
米
を
分
け
た
所
だ
と
い
い
ま
す
。
平
家
の
軍
船
は
千
隻
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
分
か
れ
て
い
て
、
讃
岐
平

野
か
ら
集
め
た
米
が
、
こ
こ
か
ら
浦
々
、
島
々
に
居
る
兵
船
や
武
士
、
家
族
た
ち
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。 

 ③ 

魚
見
台 

 

冬
に
な
る
と
ボ
ラ
や
コ
ノ
シ
ロ
な
ど
は
群
れ
を
な
す
習
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
習
性
を
利
用
し
て
「
沖
合
」
と
い
わ
れ
る
魚
見

の
名
人
が
、
山
の
見
晴
ら
し
台
か
ら
大
群
を
見
つ
け
て
海
上
の
船
団
に
そ
の
位
置
を
指
示
し
、
指
示
を
受
け
た
船
団
が
一
体

と
な
り
、
魚
の
大
群
を
包
み
込
ん
で
漁
を
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
漁
法
は
、
中
高
網
と
い
わ
れ
、
元
禄
年
間

（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
年
）か
ら
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

魚
見
台
の
石
積
み
は
、
当
時
「
沖
合
」
が
利
用
し
て
い
た
も
の
で
す
。 



④ 

鬼
石
（
古
丁
場
） 

 
船
か
く
し
の
南
の
山
に
大
き
い
石
が
あ
り
ま
し
た
。
た
た
み
が
何
枚
も
敷
け
る
よ
う
な
石
で
、
三
・
四
段
重
な
り
合
っ
て
い
た

か
ら
、
石
の
上
に
登
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

「
あ
そ
こ
に
は
、
鬼
が
お
る
け
ん
行
っ
た
ら
い
か
ん
。
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
昔
か
ら
誰
も
行
く
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
年
）
八
月
二
十
四
日
屋
島
に
東
照
権
現
さ
ん
の
造
営
が
始
ま
っ
た
頃
、
「
そ
ん
な
大
き
い
石
な
ら
切
っ
て

出
せ
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
鬼
石
は
無
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
鬼
石
に
丁
場
も
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
採
石
し
た
も
の
は
、
米
は
か

り
の
浜
か
ら
運
び
ま
し
た
。 

    

鬼石（古丁場） 



城
岬
公
園 

  

庵
治
町
の
特
色
を
表
現
し
た
眺
め
の
よ
い
臨
海
公
園
で
、
平
成
五
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
目
の
前
に
源
平
の
古
戦
場
の
屋
島
が

望
め
、
特
に
海
に
沈
む
夕
陽
の
美
し
さ
に
は
、
だ
れ
も
が
魅
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

魚
の
ま
ち
庵
治
ら
し
く
、
漁
船
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
石
の
ま
ち
庵
治
ら
し
く
、
石
の
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
制
作
さ
れ
た
国
内

外
の
著
名
な
彫
刻
家
の
石
彫
作
品
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

風
景
に
な
じ
ん
で
い
る
石
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
は
、
自
然
の
お
お
ら
か
さ
と
ぬ
く
も
り
が
あ
り
、
休
憩
所
は
木
造
の
あ
ず
ま
や
風

で
素
朴
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
は
、
入
口
は
石
の
一
枚
板
の
く
り
抜
き
、
仕
切
り
は
町
花
の
ア
ジ
サ
イ
、
海
の
幸
、
漁
船

な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
壁
画
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
洗
面
所
に
は
「
花
と
少
女
」
「
か
え
る
」
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
公
園
は
、
夏
に
は
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
庵
治
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
、
毎
年
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。 

  



         

緑
道
公
園
・や
す
ら
ぎ
の
道 

  

城
岬
公
園
の
そ
ば
の
才
田
・
新
開
地
区
の
臨
海
幹
線
道
路
沿
い
に
あ
る
、
延
長
六
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
メ
ー
ト
ル
の
公
園
で
、
平

成
五
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
樹
木
や
芝
生
の
緑
に
、
季
節
の
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。 

 

石
の
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
国
内
外
の
著
名
な
彫
刻
家
の
作
品
が
十
五
基
設
置
さ
れ
、
石
の
芸
術
作
品
に
触
れ
ら

れ
な
が
ら
、
や
す
ら
ぎ
を
満
喫
で
き
る
緑
道
と
な
っ
て
お
り
「癒
し
の
散
策
」
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
庵
治
小
学
校
の
入
学
記
念
と
し
て
児
童
が
描
い
た
絵
を
基
に
石
碑
三
十
一
基
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

庵治小学校の入学記念作品 

城岬公園 



庵
治
漁
港 

  

庵
治
漁
港
は
、
瀬
戸
内
海
と
い
う
恵
ま
れ
た
漁
場
が
あ
り
、
古
く
か
ら
沿
岸
漁
業
が
営
ま
れ
て
お
り
、
中
で
も
イ
カ
ナ
ゴ
込 こ

ま

し

網
漁
業
は
、
香
川
県
下
で
も
屈
指
の
漁
獲
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
静
穏
な
海
域
を
利
用
し
た
、
ハ
マ
チ
養
殖
を
中
心
に
魚
類
養
殖
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

庵
治
町
に
は
、
庵
治
漁
港
、
江
の
浜
漁
港
、
竹
居
漁
港
、
鎌
野
漁
港
、
篠
尾
漁
港
、
高
尻
漁
港
の
六
漁
港
が
あ
り
ま
す
。 

庵
治
漁
港
の
種
類 

第
二
種 

 
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
指
定 

庵
治
漁
業
協
同
組
合 

正
組
合
員 

百
名 
准
組
合
員 

八
十
七
名 

計 

百
八
十
七
名 

 

主
な
漁
業
種
類 

 

敷
網
漁
業
、
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
、
採
藻
業
、
採
貝
業
、
刺
し
網
漁
業
、
海
面
養
殖
業 

 

主
な
魚
種 

い
か
な
ご
、
し
ら
す
、
の
り
、
い
か
類
、
た
こ
、
ふ
ぐ
、
え
び
類
、
か
れ
い
、
た
い
類
、 

貝
類
、
わ
か
め
、
あ
な
ご
、
ひ
ら
め
、
す
ず
き 

 
 

 

 

主
な
養
殖
漁
業 

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
、
カ
ン
パ
チ
、
の
り
、
と
ら
ふ
ぐ 

庵治漁港 





才
田
獅
子
頭 

(

高
松
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財) 

 

平
成
十
六
年
九
月
一
日
指
定
。
才
田
岩
陰
獅
子
舞
に
お
い
て
現
在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）
頃
、
彫
刻

師
の
額
田
喜
左
衛
門
が
作
っ
た
木
彫
り
の
獅
子
頭
で
あ
り
、
他
の
自
治
会
の
張
子
の
獅
子
頭
と
は
重
さ
が
違
い
、
力
の
弱
い
青
年

で
は
使
え
ま
せ
ん
。
現
在
香
川
県
下
の
祭
礼
で
使
用
さ
れ
て
い
る
毛
獅
子
の
頭
で
は
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
、
額
田
喜
左
衛
門
は
高
松
松
平
藩
の
庵
治
の
大
番
屋
敷
に
い
て
、
丸
門
の
主
人 

と
し
て
御
殿
を
守
り
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
す
る
御
用
の
お
船
を
見
張
る
役
目
を
し
て
い
た
と 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
工
彫
刻
に
特
に
す
ぐ
れ
、
八
栗
寺
、
屋
島
寺
の
「び
ん
ず
る
尊
者
」
、
庵 

治
町
専
休
寺
経
堂
に
あ
る
維
摩
居
士
像
な
ど
は
、
こ
の
人
一
代
の
大
作
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

才田獅子頭 



才
田
岩
陰
獅
子
舞(

高
松
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財) 

  

平
成
十
八
年
一
月
四
日
指
定
。
庵
治
の
才
田
獅
子
は
「
岩
陰
獅
子
」
と
言
い
、
岩
の
陰
か
ら
躍
り
出
て
舞
う
獅
子
を
表
し
、
上
下

左
右
の
激
し
い
動
き
を
伴
っ
た
元
気
で
勇
ま
し
い
舞
で
す
。
庵
治
の
船
祭
り
で
は
、
漁
船
三
隻
を
横
に
並
べ
た
舞
台
上
で
岩
陰
獅

子
が
舞
い
ま
す
。
カ
ン
カ
ラ
、
カ
ン
カ
ラ
と
言
う
か
ん
高
い
太
鼓
の
音
で
「
後
使
い
」
が
両
手
を
高
く
上
げ
て
入
場
し
た
り
、
踊
っ
た

り
す
る
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
は
、
天
照
大
神
の
天
の
岩
戸
に
入
ら
れ
る
の
を
、
神
々
の
神
楽
を
も
っ
て
引
き
出
す
態
を
表
す
と
い
う
、

全
国
的
に
類
例
が
見
あ
た
ら
な
い
古
風
な
獅
子
舞
で
す
。 

 

大
正
六
・
七
年
に
は
、
庵
治
町
の
谷
・
湯
谷
・
原
の
内
自
治
会
へ
才
田
か
ら
教
え
に
行
き
、
ま
た
小
豆
島
の
福
田
や
岩
が
谷
に
も

教
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
十
月
三
日
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
香
川
大
会
で
当
時
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
前

で
獅
子
舞
を
披
露
し
て
か
ら
は
「
天
覧
獅
子
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

才田岩陰獅子舞 



讃
岐
郷
土
玩
具
館 

 

高
松
嫁
入
人
形 

「
お
舟
は
ど
ん
ど
ん
通
町 

甘
い
辛
い
は
塩
屋
町 

愛
僧
は
築
地
の
深
妙
寺 

子
供
だ
ま
し
の
鍛
冶
屋
町
」
と
い
う
文
句
の
通
り
、

そ
の
昔
、
鍛
冶
屋
町
筋
に
は
、
嫁
入
道
具
店
や
子
供
が
喜
ぶ
玩
具
店
が
多
く
並
ん
で
い
ま
し
た
。 

高
松
地
方
で
は
嫁
入
の
際
に
花
嫁
は
手
土
産
も
の
と
し
て
、
嫁
ぎ
先
の
近
所
の
子
供
た
ち
に
分
か
ち
与
え
る
た
め
、
土
製
の
人

形
を
持
参
す
る
風
習
が
昭
和
初
年
頃
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
習
俗
は
、
だ
い
た
い
讃
岐
全
般
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
嫁
を
迎
え
た
家
が
あ
る
と
子
供
た
ち
は
「
嫁
さ
ん
見
せ
て
い
た
あ
、
嫁
さ
ん
見
せ
な
デ
コ
さ
ん
い
た
あ
」
と
口
ぐ
ち
に
、
い
わ
ゆ

る
「
デ
コ
さ
ん
」
の
嫁
入
人
形
を
貰
い
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
嫁
入
人
形
は
、
土
製
に
し
て
、
型
抜
き
し
た
も
の
を
自
然
乾
燥
後
、
胡

粉
で
地
塗
り
を
し
て
描
彩
し
た
も
の
で
、
張
子
製
は
嫁
入
人
形
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
の
筒
袖
の
着
物
か
ら
は
み
だ
し
た

嫁
入
人
形
が
地
面
に
落
ち
て
割
れ
て
泣
い
て
い
る
と
「
割
れ
る
の
は
、
お
目
出
度
い
こ
と
だ
」
と
い
っ
て
ま
た
人
形
を
く
れ
て
い
ま
し

た
。 



種
類
は
多
く
、
狆 ち

ん

鯛 た
い

・
狆 ち

ん

・
鯛
戎
・
鯛
持
戎
・
白
大
黒
・
千
両
箱
踏
大
黒
・
俵
踏
大
黒
・
金
袋
抱
大
黒
・
金
袋
引
大
黒
・
桃
持
子
供
・

面
持
子
供
・
鯉
持
子
供
・
牛
乗
童
子
・
立
天
神
・牛
乗
天
神
・
臥
牛
・
福
助
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
狆
鯛
が
最
も
多
く
わ
か
た

れ
ま
し
た
。
狆
が
鯛
を
抱
い
て
い
る
人
形
は
世
俗
、
イ
ヌ
マ
イ
、
メ
レ
タ
イ
と
い
い
ま
す
。
イ
ヌ
マ
イ
は
、
一
旦
嫁
入
す
れ
ば
里
に
帰

ら
な
い
意
味
で
、
イ
ヌ
に
犬
を
当
て
は
め
、
ま
た
犬
の
多
産
に
あ
や
か
っ
て
解
釈
し
て
い
ま
す
。
メ
レ
タ
イ
は
、
お
目
度
い
で
鯛
に
結

び
つ
け
て
縁
起
を
か
つ
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
嫁
入
人
形
は
高
松
産
ば
か
り
で
な
く
、
大
阪
、
京
都
な
ど
他
地
方
の
人
形
も
嫁
入
人

形
と
し
て
分
か
れ
て
い
た
。
全
国
的
に
珍
し
い
嫁
入
人
形
の
習
俗
も
時
代
と
共
に
す
た
れ
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
カ
ラ
ツ
人
形

が
代
用
さ
れ
、
更
に
セ
ル
ロ
イ
ド
人
形
や
学
用
品
が
子
供
た
ち
に
分
か
た
れ
る
よ
う
に
な
り
、
嫁
入
人
形
の
土
俗
は
廃
絶
し
ま
し

た
。 

 

ほ
ー
こ
さ
ん 

 

高
松
の
ほ
ー
こ
さ
ん
は
、
は
や
く
か
ら
全
国
的
に
名
高
い
張
子
製
の
オ
ボ
コ
人
形
で
す
。
口
碑
に
、
む
か
し
讃
岐
の
殿
様
時
代
に

オ
マ
キ
と
い
う
童
女
が
、
お
姫
様
の
お
そ
ば
仕
え
に
上
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
お
姫
さ
ま
は
病
に
か
か
ら
れ
て
、
な
か
な
か
治
ら



な
か
っ
た
。
オ
マ
キ
は
全
快
祈
願
を
こ
め
て
病
を
身
に
移
し
受
け
て
海
の
離
れ
島
に
流
さ
れ
て
行
き
、
そ
こ
で
オ
マ
キ
は
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
お
姫
さ
ま
は
全
快
し
た
。
時
の
人
々
は
、
オ
マ
キ
を
誉
め
た
た
え
て
ほ
ー
こ
さ
ん
と
呼
び
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
オ
マ
キ
の
姿
が
人
形
に
ま
で
か
た
ど
ら
れ
ま
し
た
。
高
松
地
方
で
は
、
子
供
が
病
気
に
な
る
と
、
こ
の
ほ

ー
こ
さ
ん
を
買
っ
て
、
病
児
に
い
っ
た
ん
抱
か
せ
て
か
ら
、
海
に
流
し
も
の
に
す
る
と
、
病
気
は
不
思
議
に
全
快
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
オ
マ
キ
伝
説
を
「
旅
と
伝
説
」
と
い
う
雑
誌
に
加
藤
増
夫
氏
が
発
表
し
て
、
全
国
的
に
オ
マ
キ
伝
説
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
高
松
の
ほ
ー
こ
さ
ん
が
流
し
雛
に
通
ず
る
性
格
を
も
つ
即
ち
、
カ
タ
シ
ロ
同
様
に
考
察
で
き
る
し
、
今
日

の
雛
人
形
の
源
を
な
す
も
の
が
、
天
児
で
あ
り
、
高
松
の
庶
民
階
級
は
ほ
ー
こ
さ
ん
を
雛
段
に
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
高
松
の
ほ
ー
こ

は
奉
公
な
ど
当
て
字
を
書
く
が
、
這
子
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
」
と
加
藤
増
夫
氏 

は
推
察
し
て
い
ま
し
た
。 

 

高
松
の
ほ
ー
こ
さ
ん
の
製
作
者
は
、
梶
川
政
吉
、
澤
井
増
徳
、
澤
井
ツ
ネ
、
宮
内
フ
サ
、
梶
川 

竹
次
郎
、
宮
内
マ
サ
エ
、
太
田
幹
子
、
永
井
節
子
、
大
崎
豊
五
郎
、
参
川
キ
ヨ
、
黒
川
房
吉
、
乃 

村
定
一
、
乃
村
タ
ツ
子
、
乃
村
七
重
な
ど
で
す
。 

讃岐郷土玩具館 



所蔵品一覧

製作者 玩具名 所蔵数

大崎　豊五郎 運動人形　那須与一　首人形　お面　ほうこうさん　　高松張子 150点

井上　鷹雄 狸々凧　せみ凧　達磨凧 20点

木下　嘉一 百足凧 5点

磯崎　なつえ ゴンボ凧　武者絵凧 10点

宮武　正友 讃岐獅子頭　神楽獅子 30点

松下　芳夫 ダカ面 5点

岸上　勘助 福まねき　能面人形 10点

千葉　豊久 太鼓台 30点

田井　清己 張子虎 2点

真鍋　佳則 張子虎 2点

武田　三郎 多度津のガラガラ　メリーゴーランド 5点

金谷　健次郎 白鳥だるま 20点

参川　キヨ 鉢巻だるま　お面 10点

合田　まつ 手まり 2点

十川　巽 苦抜きだるま 2点

伊達　サト 永井だるま 1点

秋山　貞子 花かご 5点

左　甚水 船　鯛網人形 3点

山本　松枝 高松姉様 3点

梶川　竹次郎 高松嫁入人形　　ほうこうさん 5点

佐々木　文世 こんぴら御神馬 3点

江口　時夫 百足凧 1点

河西　次太郎 屋島山カゴ 1点

丸岡　光信
丸岡　トメ

獅子頭 3点

ほうこうさん　高松張子　獅子頭　お面 30点

念仏踊　五人百姓　ミニ凧　皇子神社の祭船 30点

うそ鳥 10点

大平　清太郎
大平　広

沢井　増徳
沢井　ツネ

宮内　フサ
宮内　まさえ
太田　幹子
永井　節子

乃村　定一
乃村　タツ子
乃村　七重

谷本　祐一
谷本　としえ

久保　梅太郎
滝宮天満宮

漆原　馬須雄
漆原　千代

八栗だるま　笑い虎　お面　狸　天狗　お福　ひよっとこ

高松ガラス風鈴

20点

3点

高松張子　座り雛 3点

ほうこうさん　高松張子　つまみ人形　土面子　お面　嫁入人形 500点



 
皇
子
神
社 

 

祭
神 

 
 
 

宇
治
稚
郎
子
命
（
う
じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ
の
み
こ
と
） 

主
な
建
物 

 

本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
な
ど 

境
内
神
社 

 

金
毘
羅
神
社 

 
祭
神 
 

大
国
主
命
（お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
） 

 
 

 
 

 
 

長
田
神
社 

 
 

祭
神 

 
事
代
主
命
（
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と
） 

 
 

 
 

 
 

神
明
神
社 
 
 

祭
神 

 

天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）  

 

王
の
下
地
区
に
あ
り
、
郷
社
・
桜
八
幡
神
社
の
境
外
摂
社
で
、
皇
子
権
現
又
は
皇
子
宮
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
元
和
六
年
（
一
六
二

〇
）
に
、
庵
治
村
の
又
左
衛
門
に
よ
っ
て
、
海
上
の
守
り
神
と
し
て
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
社
殿
は
、
初
め
、
江
の
浦
の
海
浜
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
庵
治
の
御
殿
に
静
養
に
来
て
い
た
高
松
藩
祖
・
松
平
頼
重
公
も
参
拝
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
縁
か
ら
現
在
地
に
移

皇子神社 



さ
れ
、
社
殿
が
改
築
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

皇
子
神
社
の
夏
祭
り
は
、
「
庵
治
の
船
祭
り
」
と
し
て
有
名
で
、
香
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
の
昼

宮
祭
に
は
、
神
社
下
の
江
の
浦
海
岸
に
漁
船
三
隻
を
連
ね
て
上
部
に
屋
台
を
組
ん
だ
船
が
五
組
出
ま
す
。
神
輿
を
乗
せ
る
神
輿

船
一
組
、
獅
子
舞
を
乗
せ
る
獅
子
船
三
組
、
段
尻
を
乗
せ
る
段
尻
船
一
組
で
あ
り
ま
す
。
神
社
境
内
か
ら
階
段
を
降
り
て
き
た

神
輿
は
神
輿
船
に
乗
せ
ら
れ
、
段
尻
は
江
の
浦
で
ひ
と
し
き
り
練
っ
た
後
に
段
尻
船
に
積
み
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
獅
子
船
の

舞
台
上
で
獅
子
舞
三
頭
が
同
時
に
舞
い
ま
す
。
獅
子
舞
が
終
わ
る
と
、
五
組
の
船
は
船
団
を

組
ん
で
対
岸
の
御
旅
所
へ
ゆ
っ
く
り
と
向
か
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
頃
に
屋
島
の
梶
原
藍
渠
の

描
い
た
「讃
岐
国
名
勝
図
会
」
に
こ
の
夏
祭
り
の
船 

列
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、
深
夜
か
ら
明
け
方
ま
で
続
く
『
夜
の
船
祭 

り
』
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
ほ
ぼ
形
を
変
え
ず
現
在
も
続
い
て
い
る
お
祭
り
で
す
。 

  

庵治の船祭り 
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